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派遣期間 １０月６日（月）～１２日（日）【６泊７日】 

派遣場所 オーストラリアクイーンズランド州ブリスベン市 

活動内容 １．カラムベールコミュニティカレッジとの学校交流（３日間） 

【歓迎パーティー】 

・団長あいさつ、団員代表あいさつ、合唱披露 

       ・バディとの面会 

       【授業参加】 

       ・英会話レッスン 

（英語によるオーストラリアの歴史・文化学習） 

       ・バディとそれぞれのクラスで授業参加 

       【お別れパーティー】 

       ・副団長あいさつ、団員代表あいさつ、合唱披露 

       ・バディとのお別れ、バディ代表のあいさつ 

２．ホームステイ体験（３泊４日） 

       ・学校周辺に住む一般家庭へのホームステイ体験 

     ３．特別講義・施設見学 

       ・クイーンズランド大学 

       ・ローンパインコアラサンクチュアリ 

 

オーストラリアクイーンズランド州ブリスベン市に派遣された福島市の中学生２９名は、

現地の学校やホームステイ先で、オーストラリアの広大な自然の中で育まれた独自の生活ス

タイルや歴史、多民族文化を肌で体験し、国際的な感覚を養ってきました。 

ブリスベン市内のカラムベールコミュニティカレッジと学校交流を行い、英会話の特別授

業を受講し、バディとの交流や授業参加を通して、国際色豊な同年代の学生たちと友情を深

めるとともに、日本との違いなどに理解を深めました。 

また、3泊のホームステイでは、ホストファミリーが優しく迎え入れてくれ、現地の一般

家庭の食文化や生活スタイルを体験し、家族の一員として交流を深めることもできました。 

短い期間の滞在ではありましたが、ホストファミリーやバディとメールや手紙で連絡を取

り合う約束をするなど福島とブリスベン市の絆が生まれた充実した研修となりました。 
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ホストスクールのお別れ会
では、合唱披露や英語による
団員代表あいさつを通して、
バディに感謝の気持ちを伝
えた。 

３日間に亘る学校
交流では、バディ
と一緒に授業に参
加したり、芝生に
座って昼食をとっ
たり友情を深めま
した。 

ほんとうの家族の
ように接してくれ
たホストファミリ
ー。また合える日
を信じて！ 

今回の派遣事業にご協力いただいた
柳沢陽子総領事（右）とクアーク市
長（左）を訪問し、感謝と福島市の
現状を伝えた小林香団長（福島市
長）。また、クイーンズランド大学、
州政府教育省も訪れ、福島をＰＲし
ました。 


